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教育によって子どもは幸せに
なっているだろうか？

不登校

ひきこもり 推計360万人

学級崩壊・いじめ・・・

子どもたちの抵抗ではないのか？
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子どもに合った適度なインプットや機会・
主体としての子どもの尊重

過度に競争的な教育
子どもが受忍できる以上の強制・不安

社会的文脈で意識されにくいマルトリートメント
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子ども虐待の根本的原因分析
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対処

防止

予防

虐待への対応と予防
（どこをめざすか？）

専門職養成・
子ども支援職への
意識啓発

教育に対する価値観の
問い直し

あまねく存在するマルト
リートメントへの認識
子どもと大人への

人権意識の育成



教育をめぐるマルトリートメントの予防

～教育に関する価値観の問い直し～

教育をめぐるマルトリートメント（教育虐待）の存在を

認識すること

国連子どもの権利委員会の勧告をしっかりと受け止める
こと

教育虐待という視点メガネをかけて、現在子どもたちに
起きている様々なことを見直してみること

その実態を明らかにしていくこと・研究を進めること

子どもの社会参画を進めること・子どもの声に耳を澄ま
せること

真の意味で持続可能な社会を追究すること


